
放課後児童クラブ「昼食」実施状況 

全国２３％、県内２市町で提供 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

お元気ですか 
 

 

「ジー！ジー！」苦しそうな蝉たちの声、まっこと暑い。 

原水爆禁止四国大会へ参加、報告で徳島県は県内２０市

町村８割の自治体が核兵器禁止条約へ日本の参加を求め

る意見書を採択したと聞く。高知も約 6割自治体が採択。 

日本原水協理事の前川さんは講演で、全国から集められ

た署名は９６万筆を超え国に届けられた。５月の広島での

G7 サミットでは招待国のブラジル・ルラ大統領が「核兵

器は安全保障の源ではなく、われわれ人類を否定し地球上

の命の継続を脅かしている」と堂々と指摘したと知る。 

一方、岸田首相は「核兵器は防衛目的のために役割を果

たす」と、浜田知事は「広島ビジョン（宣言）は一歩前進」

と。平和な社会を担うべきリーダーの姿と言えようか。 

放射能被害でいえば核兵器も原発も双子。福島の原発事

故や汚染処理水の海洋放出、漁民たちの涙の叫びが忘れら

れないが、与党は原発の再稼働と運転期間の延長という

「原発回帰」法を通過させた。今、福島では７人の若者達

が人体への放射能被害を訴え裁判を闘っている。その姿が

希望だ！住民が勝利した広島「黒い雨」訴訟に似ている。 

無料  生活・法律相談会 

８月２０日 午前 10時～12時 

新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

毎月・第３日曜日 開催中！ 
  

 

安
心
し
て
働
け
る
環
境
が
大
切 

 

労
働
局
か
ら
県
へ
の
報
告
で
は
Ｒ
４
年
度
の
通
報
件
数

は
１
０
件
で
過
去
５
年
間
で
は
経
済
的
虐
待
が
最
も
多

く
、
次
い
で
心
理
的
虐
待
と
な
り
ま
す
。 

Ｒ
４
年
度
、
県
が
関
わ
っ
た
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス 

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
後
、
パ
ー
ト
で
就
職
し
た
Ａ
さ

ん
２
０
代
は
、
食
べ
る
の
が
遅
い
と
言
わ
れ
昼
食
時
間
を

与
え
ら
れ
ず
他
の
職
員
と
違
う
差
別
的
な
環
境
を
強
い
ら

れ
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
さ
ん
の
同
僚
は

「
い
じ
め
を
や
め
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
県
に
相
談
、
県
は

障
が
い
者
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
労
働
局
に
報
告
す
る

と
説
明
、
労
働
局
へ
相
談
に
行
く
事
を
進
め
ま
し
た
が
、

労
働
局
は
相
談
者
に
対
し
、
電
話
番
号
さ
え
聞
き
取
ら
な

い
、
聞
く
気
の
な
い
対
応
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。 

「特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
悪
用
の
疑
い 

雇
い
主
が
助
成
金
を
一
人
に
付
き
、
最
大
３
年
間
受
け

取
る
事
が
出
来
る
国
の
制
度
で
す
。
県
内
で
も
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
給
期
間
と
相
談
実
態
か
ら
見
え
る

こ
と
は
、
助
成
金
が
切
れ
る
頃
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
、

退
職
へ
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
複
数
存
在
し
て
い
る
点

で
す
。
助
成
金
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

え
ま
す
。
県
に
対
し
、
助
成
金
申
請
や
雇
用
の
定
着
率
な

ど
の
実
態
把
握
を
求
め
ま
し
た
。 

県
、
労
働
局
と
の
連
携
強
化
を
約
束 

「
当
事
者
に
係
る
情
報
提
供
を
労
働
局
に
求
め
る
」 

県
は
「
市
町
村
と
共
に
、
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
、
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
り
、
助
成
金
制
度
が
障
害

者
の
虐
待
に
繋
が
る
事
が
な
い
よ
う
、
助
成
金
の
実
施
状

況
や
雇
用
の
定
着
状
況
等
を
労
働
局
と
情
報
共
有
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

◎
障
が
い
者
を
対
象 

県
職
員
採
用
試
験
案
内 

受
付 

９
月
６
日
（水
）
ま
で 

☎
８
２
１‐

４
６
４
１ 

６月議会報告 障がい者雇用 県＝定着状況、助成金状況把握へ 
虐待など嫌がらせ、賃金未払いなど虐待報告 年間１０件程度（県把握） 

 

夏
休
み 

学
童
で
も
給
食
を
！ 

 

国
は
、
全
国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼
食

状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
２
３
％
自
治
体

で
昼
食
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
知
県
内
で
は
南
国
市
、
四
万
十
町
が
実
施
。 

夏
休
み
期
間
中
の
お
弁
当
は
現
在
、
各
家
庭
の

責
任
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

行
政
支
援
に
よ
る
昼
食
の
提
供 

シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
子
育
て 

世
帯
は
本
当
に
助
か
り
ま
す
。 

 

給
食
無
償
化
と
合
わ
せ
て
、 

世
論
を
高
め
た
い
で
す
ね
。 

 


